
最新値最新値最新値最新値 目標値目標値目標値目標値 達成度達成度達成度達成度 評価評価評価評価
指標指標指標指標のののの
ウエイトウエイトウエイトウエイト

1 a 17,121 17,810 96.1% b 1.00

2 b 35 40 87.5% c 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ａａａａ ｂｂｂｂ

２２２２　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価    *この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。

そうそうそうそう思思思思うううう
どちらともどちらともどちらともどちらとも
言言言言えないえないえないえない

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと
言言言言うとそううとそううとそううとそう
思思思思わないわないわないわない

そうそうそうそう思思思思わわわわ
ないないないない

有効回答有効回答有効回答有効回答
者数者数者数者数 評価評価評価評価

17 198 62 27

4.0% 46.7% 14.6% 6.4%

ｃｃｃｃ ｃｃｃｃ

‐ ‐ ‐

ｃｃｃｃ

‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

29年度29年度29年度29年度

30年度評価30年度評価30年度評価30年度評価

前回値前回値前回値前回値

指標名指標名指標名指標名

‐

１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

施策施策施策施策のののの評価評価評価評価

‐

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市未来こどもはぐくみプラン

担当局・部室

上位政策 19　生涯学習

子ども若者はぐくみ局・はぐくみ創造推進室・子ども若者未来部

施策番号 1903190319031903

施策名 子子子子どもをどもをどもをどもを共共共共にににに育育育育むむむむ気運気運気運気運づくりづくりづくりづくり

　子どもの豊かな学びと育ちを各家庭はもとより，市民ぐるみ・地域ぐるみで支え
るため，「子どもを共に育む京都市民憲章」が，大人の行動規範として定着するこ
とを目指す。

概要

‐

c

‐

424

2

3

ａａａａ

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと言言言言
うとそううとそううとそううとそう思思思思うううう

子どもを社会の宝として社会全体で
育む意識と行動が広がっている。 c c

120

28.3%

‐ ‐ ‐

4

‐

‐

子どもを共に育む親支援プログラム参加者数
（人）

子どもを共に育む京都市民憲章実践推進者表
彰応募件数（件）

‐

‐

a

‐

‐

30年度回答30年度回答30年度回答30年度回答

客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

1

18,005

28年度28年度28年度28年度

36

設問設問設問設問 28年度28年度28年度28年度 29年度29年度29年度29年度

‐

‐

‐

a

‐

‐

‐



３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価＋＋＋＋市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価））））

ｂ ｃ

☑

□

＜＜＜＜このこのこのこの施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業＞＞＞＞

61,535 61,540

36,849 46,114

27,578 27,099

217,901 206,503

227,788 230,305

28,493 21,351

23,139 21,248

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

重み付け
CCCC

施策施策施策施策のののの目的目的目的目的がそこそこがそこそこがそこそこがそこそこ達成達成達成達成されているされているされているされている

☑　市民の実感□　客観指標

29
年
度

B

（（（（重重重重みみみみ付付付付けのけのけのけの理由理由理由理由））））

事業費の状況（千円） 30年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局29年度
決算額

30年度
予算額

良い

6 京都はぐくみネットワーク 普通

7 家庭教育・子育て支援の充実 良い

8

教育委員会

教育委員会

子ども若者はぐくみ局

子ども若者はぐくみ局

子ども若者はぐくみ局

1 ＰＴＡ研修・啓発 良い

2 家庭教育・子育て支援の充実 良い

3 成人式 良い

4 放課後まなび教室推進事業 良い

5 京都市子育て支援総合センターこどもみらい館

子ども若者はぐくみ局

子ども若者はぐくみ局

11

　子どもを共に育む社会になっていると市民に実感されることにより初めて目的が達成される施策であ
り，市民の実感に重みを付ける方が適切であるため

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

28
年
度

B

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。

☑ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

・家庭や地域の教育力が低下するとともに，子育ての不安や孤立感，児童虐待や児童ポルノ，イン
ターネットの不適切利用等，子どもを取り巻く環境が依然として厳しい状況にあることから子どもを社
会の宝として社会全体で育む意識と行動が十分に広がっているという実感が得られていないと考えら
れる。

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討

事業名

9

10

12

13

14

15

・子どもを共に育む京都市民憲章実践推進者表彰応募件数の増加に向け，各行政区等で憲章の実践につな
がる取組を行っている個人又は団体に周知を図り，本表彰への応募を積極的に働きかける。

・市民生活実感評価において，「どちらとも言えない」が約半数を占めているため，子どもを社会全体で
育むことを目的とした「子どもを共に育む京都市民憲章の実践の推進に関する条例」（23年4月施行）に基
づく取組を一層推進し，市民憲章の周知を更に徹底するとともに，京都はぐくみネットワークの活動を通
じて各分野で実践行動を一層広げ，市民・地域ぐるみで子育てを支え合い，子どもたちを健やかで心豊か
に育むまちづくりを進める。

・「子どもを共に育む親支援プログラム」及び「青少年のための親学習プログラム」を推進し，保護者同
士が，子育てに必要な知識・技術や悩み・疑問などを共有することで，親自身が成長することをめざし，
あわせてこれから親になる世代に対して，いのちの大切さ，親の役割及び家族の重要性をより理解するこ
とができるよう学びの機会の拡大をめざす取組を進める。

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 96.1%

数値 目標年次 達成度

数値 20,000 32年度 85.6%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

28 29 30303030

a a bbbb

１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 87.5%

数値 目標年次 達成度

数値

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

28 29 30303030

a b cccc

担当課 育成推進課 連絡先 ７４８７４８７４８７４８－－－－００１６００１６００１６００１６

施策名施策名施策名施策名 1903190319031903 子子子子どもをどもをどもをどもを共共共共にににに育育育育むむむむ気運気運気運気運づくりづくりづくりづくり

指標名指標名指標名指標名 子子子子どもをどもをどもをどもを共共共共にににに育育育育むむむむ親支援親支援親支援親支援プログラムプログラムプログラムプログラム参加者数参加者数参加者数参加者数（（（（人人人人））））

数値 根拠

平成32年度の目標達成のために当年度に
達成すべき数値（毎年度約730人増）

備考

学校・幼稚園・保育所等の場で，地域の支援者の協力も得て，親同士が親としての心構えや必要な知識・技術を学び
合い，子育ての不安や孤立感を軽減させる「親支援プログラム（ほっこり子育てひろば）」の参加者数

市民ぐるみで子どもたちを育むまちづくりに向
けて，地域で子育てを学びあう場への親の参加
状況を示す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

28年度 29年度

18,005 17,121 884人減 17,810

根拠

80,000（京都市内の0歳～15歳の子どもがいる想定世
帯）×0.25（受講回数/年※）
※　子どもが0歳から15歳までの16年中，計４回受講
すると想定（妊娠期・乳幼児期・小学生・中学生の
各１回）

最新数値の目標値に対する達成度が
a：100%以上
b：80%以上～100%未満
c：60%以上～80%未満
d：40%以上～60%未満
e：40%未満

100％以上をａ，以下20％刻みで基準を
設定した。

全国順位
中長期目標

指標名指標名指標名指標名 子子子子どもをどもをどもをどもを共共共共にににに育育育育むむむむ京都市民憲章実践推進者表彰応募件数京都市民憲章実践推進者表彰応募件数京都市民憲章実践推進者表彰応募件数京都市民憲章実践推進者表彰応募件数（（（（件件件件））））

担当課
はぐくみ創造推進室　はぐくみ
文化創造発信担当 連絡先 ２５１２５１２５１２５１－－－－０４５７０４５７０４５７０４５７

数値 根拠

過去最高値(平成２７年度)以上

備考

　「子どもを共に育む京都市民憲章（愛称：京都はぐくみ憲章）」の行動の輪を広げるため，同憲章の実践活動とし
てモデルとなる活動やユニークな活動を表彰する「実践推進者表彰」への応募件数（自薦，他薦を含む。）

「京都はぐくみ憲章」の市民への普及状況及び
実践活動の広がりを示す指標

出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

28年度 29 年度

36 35 1件減 40

応募件数
24年度：33　25年度：35
26年度：29  27年度：40
28年度：36

根拠

最新数値が
a：過去最高値以上
b：過去最高値未満～上中間値（最高値と平均値 の間）以上
c：上中間値未満～平均値以上
d：平均値未満～下中間値（平均値と最低値の間）以上
e：下中間値未満

過去５年間の数値を基に，過去５年間の最高値
以上をa，平均値以上をcとし，最低値も含めた
按分で基準を設定した。
　最高値：４０（平成２７年度）
　平均値：３５
　最低値：２９（平成２６年度）

全国順位
中長期目標


